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【
帰
宅
難
の
学
生
支
援
】

　

3
月
11
日
（
金
）
は
、
春
季

休
業
期
間
に
入
っ
て
お
り
通
常

よ
り
学
生
は
か
な
り
少
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
大
部
分
の
学
生

は
、
自
宅
も
し
く
は
帰
省
先
な

ど
キ
ャ
ン
パ
ス
外
に
い
た
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
あ
っ
た
た
め
、
学
生
の

安
否
確
認
は
被
災
地
域
の
帰
省

先
が
大
部
分
で
あ
っ
た
。
地
震

直
後
は
、
建
物
か
ら
避
難
し
て

き
た
教
職
員
、
学
生
等
を
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
い
っ
た
ん
集
合
さ
せ
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
を
基
に
し
た

地
震
関
連
情
報
を
伝
え
、
冷
静

に
行
動
す
る
よ
う
に
指
示
を
し

た
。
そ
の
後
、
教
職
員
の
引
率

に
よ
り
学
生
は
武
道
場
へ
避
難

さ
せ
、
午
後
4
時
頃
帰
宅
指
示

を
行
っ
た
。
帰
宅
に
当
た
っ
て

は
、
東
武
伊
勢
崎
線
を
は
じ
め

線
路
点
検
等
の
た
め
運
休
を
決

定
し
た
鉄
道
会
社
が
続
発
し
た

た
め
、「
帰
宅
困
難
な
学
生
は
、

大
学
に
宿
泊
可
能
で
あ
る
」
旨

を
告
げ
た
。
結
果
的
に
50
名
ほ

ど
の
学
生
が
合
宿
棟
に
泊
ま
っ

た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
、
電
気
、

水
に
つ
い
て
は
被
害
が
な
か
っ

た
が
（
こ
の
た
め
パ
ニ
ッ
ク
が

少
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
）、

ガ
ス
は
、
緊
急
遮
断
弁
に
よ
る

自
動
停
止
に
よ
り
キ
ャ
ン
パ
ス

全
体
で
使
用
で
き
な
い
状
態
と

な
っ
た
（
全
設
置
場
所
の
ガ
ス

漏
れ
を
確
認
し
、
当
夜
12
時
頃

復
旧
）。
一
方
、
教
職
員
は
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
に
避

難
。
学
長
指
示
に
よ
り
各
ブ
ロ

ッ
ク
の
責
任
担
当
者
を
決
め
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
人
的
被
害
お

よ
び
建
物
、
什
器
・
設
備
等
の

被
害
状
況
（
後
述
）
に
つ
い
て

現
場
確
認
・
報
告
を
求
め
た
。

人
的
被
害
と
し
て
は
、
教
員
1

名
が
避
難
時
に
骨
折
し
た
ほ
か

は
学
生
、
教
職
員
等
全
員
の
無

事
が
確
認
さ
れ
た
。

【
建
物
等
の
被
害
】

　

壁
に
ヒ
ビ
・
剥
離
、
天
井
の

一
部
落
下
、
ガ
ラ
ス
・
タ
イ
ル

割
れ
、蛍
光
灯
器
具
の
不
具
合
・

損
傷
、
水
系
配
管
の
水
漏
れ
、

書
庫
の
転
倒
・
破
損
、
設
備
・

什
器
・
情
報
機
器
類
の
破
損
・

不
具
合
・
起
動
不
可
等
で
あ
っ

た
。
今
後
は
さ
ら
に
精
査
し
、

緊
急
度
等
に
よ
り
適
切
な
対
応

を
図
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

【
精
神
的
な
ケ
ア
】

　

過
去
の
大
震
災
に
お
い
て
も

被
災
を
受
け
た
人
の
心
の
ケ
ア

が
課
題
で
あ
っ
た
。
本
学
と
し

て
は
、
臨
床
心
理
士
と
相
談
し
、

こ
の
大
震
災
下
で
の
全
学
生
の

心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
「
東
日
本

大
震
災
に
お
け
る
こ
こ
ろ
の
ケ

ア
に
つ
い
て
（
教
職
員
へ
の
お

願
い
）」
を
通
じ
て
学
内
に
周
知

す
る
と
と
も
に
、
教
授
会
で
も

説
明
し
た
。
授
業
開
始
後
は
、
個

別
対
応
で
学
生
相
談
室
を
中
心

と
し
て
心
の
ケ
ア
を
し
て
い
く
。

【
情
報
発
信
】

　

主
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用

し
た
情
報
発
信
に
努
め
た
。
在

学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
新
入
生
へ

の
情
報
の
発
信
、
帰
国
し
た
留

学
生
へ
の
発
信
等
で
あ
る
が
、

学
事
日
程
の
変
更
・
そ
の
対
策
、

被
災
を
受
け
た
学
生
に
対
す
る

大
学
・
工
友
会
（
同
窓
会
）・

後
援
会
か
ら
の
種
々
の
支
援
等

に
つ
い
て
行
っ
た
。

【
安
否
確
認
】

　

災
害
時
に
は
学
生
の
安
否
確

認
を
第
一
に
行
う
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
前
述
の
通

り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
発
生
で

あ
っ
た
た
め
、
非
常
に
電
波
事

情
が
混
乱
し
て
い
る
な
か
で
は

あ
っ
た
が
、
被
災
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
地
域
の
学
生
（
新
入
生

も
含
む
）
の
自
宅
・
帰
省
先
に

電
話
を
中
心
に
連
絡
を
と
っ
た
。

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
連
絡
方

を
呼
び
か
け
た
り
、
各
学
科
・

研
究
室
の
教
員
、
学
生
支
援
課
、

入
試
室
、
工
友
会
（
同
窓
会
）・

後
援
会
の
各
支
部
か
ら
確
認
を

し
た
り
、
ま
た
ア
パ
ー
ト
を
斡

旋
し
た
（
株
）
N
I
T
ク
リ
エ

イ
ト
か
ら
の
情
報
を
統
合
し
て
、

ほ
と
ん
ど
の
被
災
状
況
は
ほ
ぼ

把
握
で
き
た
。

【
防
災
対
策
】

　

今
回
の
大
震
災
を
契
機
・
教

訓
と
し
て
防
災
対
策
を
見
直
し
、

充
実
し
て
い
く
。
例
え
ば
、
建

物
の
さ
ら
な
る
耐
震
強
化
、
全

棟
一
斉
の
放
送
設
備
、
一
定
数

以
上
の
食
料
・
水
・
毛
布
の
備

蓄
、
電
気
・
水
道
・
ガ
ス
の
供

給
停
止
対
策
の
み
な
ら
ず
防
災

に
関
連
す
る
ソ
フ
ト
面
で
の

様
々
な
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

　

前
述
の
通
り
、
地
震
当
日
は

春
休
み
中
と
い
う
こ
と
で
キ
ャ

ン
パ
ス
内
の
学
生
は
少
な
く
、

委
員
会
や
ク
ラ
ブ
、
研
究
室
に

て
約
2
0
0
名
が
活
動
中
で

あ
っ
た
。
帰
宅
困
難
者
は
合
宿

棟
で
宿
泊
す
る
よ
う
指
示
が
出

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
こ
の
日

合
宿
を
し
て
い
た
体
育
祭
実
行

委
員
会
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
、
学
生
環
境
推
進
委

員
会
の
3
団
体
に
急
遽
、
帰
宅

困
難
者
の
宿
泊
協
力
依
頼
が
な

さ
れ
た
。

　

依
頼
を
受
け
た
3
団
体
は
、

合
宿
棟
内
に
3
部
屋
あ
る
宿
泊

室
の
う
ち
最
大
の
部
屋
を
帰
宅

困
難
者
用
と
し
て
整
え
、
自
分

た
ち
は
融
通
し
あ
っ
て
2
部
屋

に
分
散
し
た
。
ま
た
、
直
ち
に

案
内
用
の
看
板
を
作
成
し
、
棟

内
の
宿
泊
者
が
戸
惑
う
こ
と
の

な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
。
さ
ら

に
、
揺
れ
が
収
ま
っ
た
直
後
に

は
、
近
隣
の
ス
ー
パ
ー
に
買
出

し
に
行
き
、
合
宿
棟
食
堂
に
て

炊
き
出
し
を
行
っ
た
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
対
応
は
合

宿
し
て
い
た
3
団
体
の
学
生
た

ち
の
機
敏
な
判
断
に
よ
る
も
の

で
、
非
常
に
短
時
間
の
う
ち
に

体
制
が
整
え
ら
れ
、
速
や
か
に

実
行
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
学
内
の
み
な
ら
ず
、

宮
代
町
内
に
お
い
て
も
学
生
達

の
活
躍
が
み
ら
れ
た
。
地
震
発

生
か
ら
1
時
間
余
り
後
に
は
、

す
で
に
一
部
の
学
生
達
が
自
主

的
に
町
内
に
出
向
い
て
道
路
の

交
通
整
理
に
協
力
し
、
進
修
館

に
お
い
て
は
帰
宅
困
難
者
へ
の

炊
き
出
し
の
手
伝
い
な
ど
に
積

極
的
に
参
加
し
た
。
地
震
当
日

か
ら
翌
12
日
（
土
）
に
か
け
て
、

町
に
協
力
し
た
学
生
は
少
な
く

と
も
10
人
以
上
を
数
え
、
そ
の

活
動
の
様
子
は
町
の
広
報
誌
で

も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

今
般
の
東
日
本
大
震
災
を
受

け
て
、
本
学
で
は
以
下
の
と
お

り
に
行
事
予
定
・
授
業
計
画
を

変
更
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　

ま
ず
は
震
災
翌
日
に
予
定
さ

れ
て
い
た
昨
年
度
の
4
年
生
を

対
象
と
し
た
成
績
表
配
布
を
中

止
。
ま
た
3
月
20
日
（
日
）
に
予

定
し
て
い
た
学
位
記
授
与
式
（
卒

業
式
）
の
式
典
は
中
止
し
、
無

理
な
く
登
校
で
き
る
卒
業
生
に

は
、
学
位
記
の
配
布
の
み
を
行
っ

た
。
当
日
に
は
、
約
8
割
の
卒
業

生
が
学
位
記
を
受
け
取
っ
て
い
る
。

　

新
年
度
に
入
っ
て
か
ら
は
、
周

知
の
と
お
り
、
授
業
予
定
の
全

体
を
2
週
間
遅
ら
せ
、
4
月
3
日

予
定
の
入
学
式
を
4
月
17
日

（
日
）
に
、
当
初
2
日
間
予
定
し

て
い
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

1
日
間
に
圧
縮
し
、
19
日
（
火
）

か
ら
の
授
業
開
始
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
体
育
祭
・
学
生
総
会

等
の
学
生
行
事
は
当
初
予
定
の

ま
ま
行
な
い
、
今
学
期
は
8
月

1
日
（
月
）
を
も
っ
て
全
て
の

授
業
と
試
験
が
終
了
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

学
内
か
ら
も
被
災
し
た
学
生

に
対
し
支
援
が
広
ま
っ
て
い
る
。

工
友
会
で
は
、
本
学
に
5
0
0
万

円
を
寄
付
し
た
。4
月
5
日（
火
）、

土
井
副
会
長
、
清
水
助
手
が
柳

澤
学
長
の
も
と
を
訪
れ
、
目
録

を
贈
呈
し
た
。
ま
た
、
後
援
会

で
は
4
月
10
日
（
日
）
に
開
催

さ
れ
た
役
員
会
・
理
事
会
で
、

小
林
会
長
か
ら
被
災
学
生
へ
の

支
援
の
た
め
の
緊
急
発
議
が
あ

り
全
会
一
致
に
よ
り
本
学
へ

2
0
0
万
円
を
寄
付
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
寄
付
金
は
、
生
活

支
援
や
見
舞
金
と
し
て
被
災
学

生
に
配
付
さ
れ
る
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
で
き
る
こ
と
を

震
災
に
際
し
て
の
学
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

学　

長　

柳
澤　

章

　

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
犠
牲

に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
不
自
由
、
不
安
な
日
々

が
今
な
お
続
い
て
い
る
方
々
に
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

　

本
学
の
学
生
諸
君
に
お
い
て
は
全
員
無
事
で
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
本
学
学
生
の
う
ち
家
計
支
持

者
が
被
災
さ
れ
、
あ
る
い
は
家
屋
の
損
壊
、
浸
水
、

原
子
炉
事
故
に
伴
う
避
難
を
さ
れ
た
方
に
、
工
友

会
お
よ
び
後
援
会
か
ら
見
舞
金
7
0
0
万
円
が

大
学
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
ご
寄
付
下
さ
っ
た
皆

様
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

東
日
本
を
襲
っ
た
こ
の
大
災
害
は
、
広
範
囲
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
直
接
の
被

災
地
で
は
な
い
首
都
圏
の
在
住
者
に
お
い
て
も
、

相
次
ぐ
余
震
や
連
日
の
震
災
報
道
な
ど
が
心
身
の

負
担
と
な
っ
て
体
調
不
良
に
悩
ま
さ
れ
る
人
も
い

ま
す
。
も
し
、
み
な
さ
ん
の
中
で
辛
い
状
態
が
続

い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
抱
え
込
ま
ず
、

学
生
相
談
室
に
行
っ
て
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

大
学
で
は
、
学
生
の
メ
ン
タ
ル
・
ケ
ア
の
態
勢
を

整
え
て
い
ま
す
。

　

被
災
地
の
復
興
に
向
け
て
、
寄
付
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
様
々
な
支
援
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
何
か
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
る
諸
君
も

い
る
で
し
ょ
う
し
、
す
で
に
実
行
し
て
い
る
学
生

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
に
何
が
で
き
る

の
か
を
考
え
る
と
き
、
諸
君
が
日
々
学
ん
で
い
る

工
学
を
駆
使
し
た
活
動
や
日
常
生
活
に
お
い
て
で

き
る
こ
と
も
数
多
く
あ
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、

現
地
の
ニ
ー
ズ
と
支
援
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
る

中
で
、
様
々
な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
み
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
被
災
地
の
産
物
を
消
費
地
で
応
援

す
る
活
動
、
さ
ら
に
は
首
都
圏
で
の
節
電
を
促
す

活
動
を
若
者
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
で
進
め
る
こ
と
も

で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

原
子
力
発
電
所
の
爆
発
事
故
は
、
現
代
社
会
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
在
り
方
、
科
学
技
術
、
そ
の

運
用
の
信
頼
性
な
ど
を
巡
っ
て
日
本
の
み
な
ら
ず

世
界
中
に
大
き
な
衝
撃
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

工
学
、
工
業
技
術
の
進
化
・
発
展
、
人
の
育
成

へ
の
貢
献
に
本
学
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
あ
り
、

社
会
に
対
し
て
本
学
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
今

あ
ら
た
め
て
大
き
な
課
題
を
担
っ
た
と
い
う
べ
き

で
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
実
践
力
の
養
成
を
重
視

す
る
本
学
の
実
工
学
教
育
に
よ
る
人
材
は
ま
す
ま

す
社
会
か
ら
の
期
待
が
高
ま
り
、
私
た
ち
は
さ
ら

に
研
鑽
を
積
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
え
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
に
お
い
て
本
学
は
太
陽
光
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
先
進
的
に
導
入
し
て
き
ま
し

た
。
昨
年
度
は
、「
エ
コ
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」
の

私
立
大
学
部
門
で
第
1
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま

た
平
成
20
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た

N
E
D
O
「
住
宅
・
建
築
物
高
効
率
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
導
入
促
進
事
業
」
で
使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー

26
％
削
減
を
達
成
し
、
関
東
地
区
電
気
使
用
合
理

化
委
員
会
よ
り
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

技
術
を
現
場
に
活
か
す
。
こ
の
マ
イ
ン
ド
を

持
っ
て
、
社
会
の
要
請
に
応
え
、
よ
り
人
間
性
の

高
い
社
会
を
創
造
し
得
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
な
っ
て

い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

学
生
の
対
応
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

工
友
会
と
後
援
会
か
ら

義
援
金
を
受
領

本
年
度
の
授
業
計
画
と

行
事
予
定

東日本大震災　地震発生時の報告と今後の対応
被災された皆様に対し、衷心よりお見舞い申し上げます。

炊き出しを手伝う学生達（写真は宮代町より提供）

工友会副会長から義援金を受領する柳澤学長

本学では被災をされた方への経済的支援の第一段階として、以下の
対応を行っている。

■登校が可能となるまで新学期から1～2ケ月を要する方への支援
学生納付金の内、入学金（新入生のみ）および授業料について減免の
特別措置を講じ、経済的支援を実施する予定である。
特別措置の概略

被災状況 入学金（新入生のみ） 授業料
家計支持者の死亡等 全額免除 全額免除（春学期・秋学期）
家屋の流失・全壊・全焼 全額免除 全額免除（春学期のみ）
家屋の半壊・半焼 全額免除 半額免除（春学期のみ）
家屋の損傷等の罹災 全額免除 （免除措置なし）
原発事故による避難 全額免除 全額免除（春学期のみ）
※特別措置は2011年度のみ実施し、罹災（りさい）証明書等の内容に基づき支援を行う。

■登校まで新学期から半年、あるいはそれ以上の期間を要する方への支援
半年間の休学者に対する支援

区分 支援内容

春学期休学の場合
（半年間休学）

●休学期間中の学費等を免除。
● 既納の入学金（新入生のみ）、春学期の授業料・施設設
備拡充費・実験研究費・委託会費については、ご依頼
に基づき返却。

●休学期間中の在籍料（半年間75千円）を免除。

半年後に復学した場合
（秋学期復学）

春学期休学者が秋学期に復学した場合には、前述の被
災状況に応じた特別措置に基づき減免された学費等を
納入していただく。

※特別措置は復学年度のみ実施し、罹災（りさい）証明書等の内容に基づき支援を行う。

・ 具体的な手続きについては詳細が決まり次第、順次ホームページ等で告知。
・ 上記のほか、「日本学生支援機構　緊急・応急奨学金」等の奨学金の
申請についての支援も行っている。

【連絡・お問い合わせ先】
学生支援部学生支援課　電話：0480-33-7508

被災された本学入学者・在学生に対する経済支援

地
震
発
生
時
の
対
応
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子
・
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
実

験
研
究
棟
（
18
号
館
）
が
利
用

開
始
さ
れ
た
。
1
階
に
は
電
子

デ
ザ
イ
ン
ラ
ボ
。
多
目
的
ホ
ー

ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
実
験
研

究
で
使
用
す
る
二
足
歩
行
ロ
ボ

ッ
ト
等
が
展
示
さ
れ
、
学
生
た

ち
を
最
新
の
機
器
で
出
迎
え
て

い
る
。

　

4
月
17
日
（
日
）、
宮
代
キ

ャ
ン
パ
ス
の
体
育
館
に
於
い
て
、

平
成
23
年
度
入
学
式
が
挙
行
さ

れ
た
。
東
日
本
大
震
災
の
影
響

を
受
け
、
予
定
よ
り
約
半
月
遅

れ
と
な
っ
た
。
ま
た
、
避
難
路

確
保
の
た
め
に
保
護
者
席
を
廃

す
る
な
ど
、
式
典
中
の
余
震
発

Ｅ
Ｄ
を
採
用
、
正
門
入
口
両
サ

イ
ド
に
は
同
じ
く
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
埋

め
込
ん
だ
6
ｍ
の
玄
関
灯
が
夜

間
行
き
来
す
る
人
・
車
の
安
全

を
確
保
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

ロ
ー
タ
リ
ー
噴
水
広
場
周
り
の

車
歩
道
も
改
修
さ
れ
、
歩
行
者

の
安
全
を
考
慮
し
、
イ
ン
タ
ロ

ッ
ク
舗
装
に
よ
り
色
分
け
す
る

こ
と
や
進
行
方
向
を
路
面
表
示

す
る
こ
と
で
車
両
の
ス

ム
ー
ズ
な
誘
導
・
ス
ピ

ー
ド
ダ
ウ
ン
効
果
を
期

待
し
て
い
る
。
ま
た
、

樹
木
に
囲
ま
れ
た
駐
車

場
（
70
台
）
が
本
工
事

に
あ
わ
せ
て
整
備
さ
れ

た
。

■
18
号
館　

設
備
利
用

開
始

　

4
月
か
ら
電
気
電

　

3
月
17
日
（
木
）、
正
門
ロ

ー
タ
リ
ー
工
事
が
完
了
し
た
。

開
通
式
は
、
大
震
災
の
影
響
で

中
止
と
な
っ
た
が
、
大
学
関
係

者
等
に
よ
り
正
門
と
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ

前
で
記
念
撮
影
を
行
っ
た
後
、

利
用
開
始
と
な
っ
た
。

　

第
1
6
7
号
で
の
紹
介
の
通

り
、
本
学
の
顔
で
あ
る
正
門
ロ

ー
タ
リ
ー
は
、
32
年
ぶ
り
に
一

新
。
新
G
A
T
E
は
、
8
本
の

ス
テ
ン
レ
ス
製
円
柱
と
横
梁
に

よ
り
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
Ｙ

の
「
Ｔ
」
の
字
を
構
成
し
、
半

円
形
（
地
球
を
イ
メ
ー
ジ
）
の

屋
根
を
支
え
て
い
る
。
そ
の
姿

は
、「
実
工
学
」
を
学
ぶ
日
本

工
業
大
学
を
象
徴
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
天
井
下
の

照
明
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
Ｌ

生
に
備
え
た
対
策
も
行
っ
た
。

　

こ
う
し
た
異
例
の
状
況
の
中

で
は
あ
っ
た
が
、
新
入
生
の
表

情
は
例
年
と
い
さ
さ
か
も
変
わ

る
こ
と
な
く
、
大
学
生
活
へ
の

意
欲
に
満
ち
て
い
た
。
柳
澤
学

長
は
式
辞
の
中
で
「
も
の
づ
く

り
へ
の
思
い
の
先
に
、
大
き
な

痛
み
を
抱
え
て
い
る
日
本
の
将

来
へ
の
使
命
感
を
持
っ
て
、
本

学
で
学
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と

新
入
生
達
に
語
り
か
け
た
。

　

幸
い
に
し
て
余
震
が
発
生
す

る
こ
と
も
な
く
、
式
典
は
滞
り

無
く
終
了
。
式
典
後
、
新
入
生

達
は
会
場
出
口
で
サ
ー
ク
ル
等

の
勧
誘
を
行
う
先
輩
達
に
囲
ま

れ
、
熱
い
歓
迎
を
受
け
て
い
た
。 　

専
門
職
大
学
院
は
4
月
1
日

（
金
）、
21
名
の
入
学
者
を
迎
え
、

23
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。
1
年
制
と
い
う
特
色
を

も
つ
専
門
職
大
学
院
で
は
、
例

年
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

さ
な
が
ら
に
、
卒
業
式
と
入
学

式
を
経
て
在
学
生
が
総
入
れ
替

え
に
な
り
ま
す
。

　

本
年
の
入
学
者
の
平
均
年
齢

は
41
歳
、
そ
の
中
で
女
性
は
5

名
、
留
学
生
は
１
名
で
す
。

　

専
門
職
大
学
院
で
は
、
受
験

資
格
と
し
て
学
歴
に
よ
る
差
異

は
あ
る
も
の
の
、
一
定
の
実
務

経
験
を
求
め
て
い
ま
す
。
こ
の

結
果
、
入
学
者
の
ほ
と
ん
ど
は

平
日
夜
間
と
土
曜
日
は
大
学
院

生
と
し
て
勉
強
を
し
つ
つ
、
昼

間
は
組
織
の
一
員
と
し
て
社
会

の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る

人
々
で
す
。
3
月
11
日
（
金
）

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、

入
学
予
定
者
の
属
す
る
会
社
の

業
務
に
直
接
あ
る
い
は
間
接
的

な
形
で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。
今
年
度
の
入
学
予
定

者
の
う
ち
2
名
が
震
災
に
よ
る

諸
事
情
で
急
遽
入
学
を
辞
退
さ

れ
ま
し
た
。
向
学
の
志
に
燃
え

た
志
願
者
が
進
学
を
断
念
せ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
本

人
は
も
ち
ろ
ん
、
我
々
大
学
院

関
係
者
に
と
っ
て
も
残
念
の
極

み
で
す
。
震
災
の
混
乱
が
落
ち

着
い
た
近
い
将
来
、
彼
ら
の
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
期
待
し
て
や
み

ま
せ
ん
。

　

入
学
直
前
の
未
曾
有
の
自
然

災
害
の
下
で
入
学
し
た
学
生
諸

君
に
話
を
聞
く
と
、
自
分
が
入

学
で
き
た
こ
と
、
勉
強
で
き
る

幸
せ
を
感
じ
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
ま
す
。
我
々
教
員
お
よ

び
事
務
職
員
も
大
学
院
で
の
1

年
間
の
教
育
・
支
援
を
通
じ
て
、

学
生
諸
君
の
能
力
向
上
に
役
立

つ
こ
と
が
で
き
る
幸
せ
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

大
震
災
に
よ
る
様
々
な
影
響

を
乗
り
越
え
、
明
日
に
向
か
っ

て
前
進
す
る
新
入
生
諸
君
の
力

強
さ
を
見
る
と
、
こ
れ
か
ら
の

勉
強
が
学
習
効
果
を
あ
げ
、
彼

ら
の
将
来
の
貴
重
な
糧
に
な
る

と
の
期
待
が
も
て
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
期
待
と
震
災
に

よ
る
混
乱
と
不
安
の
な
か
で
、

専
門
職
大
学
院
の
授
業
は
4
月

2
日
（
土
）
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。

（
教
授　

近
江
正
幸
） 　

毎
年
春
に
は
、
学
生
自
治
会

が
主
催
す
る
新
入
生
を
歓
迎
す

る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。

　

5
月
19
日
（
木
）
に
は
、
中

央
執
行
委
員
会
主
催
の
新
入
生

歓
迎
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。
今

回
の
出
演
者
は
、
ザ
ブ
ン
グ
ル
、

ク
ー
ル
ポ
コ
の
2
組
。
テ
レ
ビ

な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
お
馴
染

み
の
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
だ
け
に
、

こ
の
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
た

学
生
も
多
か
っ
た
。
開
演
午
後

6
時
30
分
と
い
う
時
間
帯
も
学

生
に
は
好
都
合
だ
っ
た
よ
う
で
、

講
義
終
了
後
学
友
会
館
に
駆
け

つ
け
る
学
生
の
姿
も
多
く
見
ら

れ
た
。
会
場
は
、
学
生
の
熱
気

と
笑
い
で
大
盛
況
だ
っ
た
。

　

5
月
22
日
（
日
）
に
は
、
体
育

祭
実
行
委
員
会
主
催
の
第
44
回

体
育
祭
が
、
本
学
グ
ラ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
日
曜
日

の
開
催
だ
っ
た
が
、
多
く
の
新
入

生
が
参
加
し
た
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
ｓ
ｏ
ｌ
ｉ
ｄ
ａ
ｒ
ｉ
ｔ
ｙ
」。

こ
の
テ
ー
マ
に
は
、
主
役
で
あ

る
新
入
生
が
こ
の
体
育
祭
を
通

じ
て
〝
一
致
団
結
〞、〝
今
ま
で

以
上
に
結
束
〞
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
主
催
者
側
の
強
い
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
期
待

と
不
安
を
胸
に
入
学
し
た
新
入

生
は
、
大
学
生
活
が
ス
タ
ー
ト

し
て
約
1
ヶ
月
が
経
過
し
た
こ

と
に
な
る
。
こ
の
時
期
に
な
る

と
学
生
生
活
に
も
だ
い
ぶ
慣
れ

た
よ
う
で
、
体
育
祭
を
楽
し
ん

で
い
た
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

18号館・電子デザインラボでの授業風景

半円形の屋根が特徴的な、リニューアル後の玄関

平
成
23
年
度　

入
学
式
を
挙
行

余震も発生せず、滞りなく式典は進行した

平
成
23
年
度
本
学
学
部
入
学
者
の
都
道
府
県
別
入
学
者
数
が
ま
と
ま
っ
た
。総
入

学
者
数
は
1
1
4
3
名（
入
学
定
員
は
1
0
0
0
名
）。う
ち
女
子
学
生
は
54
名

で
あ
る
。都
道
府
県
別
入
学
者
数
は
、昨
年
に
続
き
埼
玉
が
ト
ッ
プ
で
3
7
5
名
。

次
い
で
東
京
が
2
6
0
名
、茨
城
1
3
4
名
、栃
木
1
0
3
名
、群
馬
70
名
が
ベ
ス

ト
5
で
あ
る
。入
学
者
は
、全
国
29
都
道
府
県
か
ら
集
ま
っ
て
い
る
。

北　海　道
6

青　　森
21

山　形
13（1）

宮　城
4（1）

秋　田
5（1）

岩　手
7

石　川
1（1）

新　潟
16

福　島
 26（1）

千　葉
35
（2）

茨　城
134
（3）

静　岡
 8

山　梨
3

東　京
 264（4）

愛　知
1

長　野
15（1）

埼　玉
375（22）

群　馬
 70（2）

栃　木
103（10）

奈　良
0

和歌山
0

三　重
1

岐　阜
0

滋　賀
1

福　井
0

富　山
1

山　口
1

広　島
2

岡　山
0

大　阪
0

島　根
0

鳥　取
0

兵　庫
 0

京　都
0

徳　島
0

高　知
2

愛　媛
1

香　川
0

沖　縄
3

鹿 児 島
4

宮　崎
0

熊　本
0

大　分
0

長　崎
1

佐　賀
0

福　岡
0

神奈川
0

外国人他 合　計

19（5） 1,143（54）入学者総数（女子）
〈凡　例〉

0人 1～9人 10～49人 50～99人 100人～

平成23年度都道府県別学部入学者数（　）は女子の数
※編入学生、および秋季入学者の数は含まない

●留学生の出身国・地域
 出身国・地域 計
 イギリス 1
 イタリア 1
 イラン 1
 サウジアラビア 12
 タイ 2
 バングラデシュ 2
 ベトナム 4
 ミャンマー 1
 大韓民国 5
 中華人民共和国 101
 中華民国 1
 　　　計 131

●平成23年度　女子学生在籍者（学部）
 学年 機械 ものづくり 創造システム 電気電子 情報 建築 生活環境 合計
 1 年 3 3 3 4 11 17 15 56
 2 年 1  3 1 8 18 17 48
 3 年 3  2 6 7 16 12 46
 4 年 4  4 4 7 15  34
 計 11 3 12 15 33 66 44 184

●平成23年度　留学生在籍者（学部）
 学年 機械 ものづくり 創造システム 電気電子 情報 建築 生活環境 合計
 1 年 2  1 5 3 2 2 15
 2 年 9  8 4 7 1 1 30
 3 年 4 1 7 14 16 2 1 45
 4 年 9  11 4 13 4  41
 計 24 1 27 27 39 9 4 131

新入生の出身地マップ

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

東
日
本
大
震
災
を
乗
り
越
え
て

入学式での記念撮影

体育祭「バンブー棒」競技

　

平
成
24
年
度
入
試
が
い
よ
い

よ
ス
タ
ー
ト
す
る
。
注
目
す
べ

き
点
は
次
の
と
お
り
。

◆
特
別
奨
学
生
入
試

　

成
績
優
秀
で
向
学
心
あ
ふ
れ

る
方
を
幅
広
く
受
け
入
れ
る
べ

く
、
年
2
回
（
8
月
、
1
月
）、

計
40
名
を
募
集
。
特
典
と
し
て
、

1
年
次
の
学
費
の
半
額
を
免
除
。

第
二
期
募
集
は
、
今
回
か
ら
入

学
手
続
締
切
日
を
遅
め
に
設
定

し
た
の
で
、
国
公
立
大
学
等
と

併
願
受
験
を
検
討
す
る
方
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
。

◆
専
門
高
校
入
試（
S
工
業
科
）

　

出
願
時
の
評
定
平
均
値
が

4
.
3
以
上
の
工
業
科
出
身
の

方
を
対
象
と
し
、
入
学
手
続
締

切
日
を
遅
め
に
設
定
し
た
点
が

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
。
国
公
立
大

学
等
と
併
願
受
験
を
検
討
す
る

方
も
応
募
で
き
、
成
績
・
人
物

が
優
秀
な
方
は
、
後
述
す
る
入

試
奨
学
金
（
20
万
円
）
を
給
付

す
る
。

◆
入
試
奨
学
金
の
給
付

　

入
試
奨
学
金
は
、
1
年
次
の

学
費
の
減
免
と
し
て
年
額
20
万

円
を
給
付
。
平
成
23
年
度
に
は

1
9
0
名
の
方
が
認
め
ら
れ

た
。
一
般
入
試
、
セ
ン
タ
ー
利

用
入
試
、
専
門
高
校
入
試
（
Ｓ 

工
業
科
）
お
よ
び
（
Ｂ 

工
業
科
）

の
合
格
者
の
う
ち
、
入
試
の
成

績
が
優
秀
で
、
学
業
の
伸
展
が

期
待
さ
れ
る
方
に
給
付
す
る
。

◆
一
般
入
試
の
地
方
会
場
を
拡

大
　

一
般
入
試
Ａ
は
、
仙
台
、
郡

山
、
水
戸
、
高
崎
、
千
葉
、
柏
、

東
京
（
一
般
入
試
Ｂ
で
も
設

定
）、
新
横
浜
、
新
潟
、
長
野
、

静
岡
の
ほ
か
、
今
回
か
ら
は
新

た
に
宇
都
宮
、
金
沢
に
地
方
会

場
を
設
定
。

◆
大
学
案
内
の
発
行　

　

2
0
1
2
大
学
案
内
は
、
本

学
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
各
学

科
の
特
色
、
支
援
体
制
等
を
紹

介
。
ほ
か
、
女
子
の
受
験
生
向

け
に
、
本
学
の
特
色
を
コ
ン
パ

ク
ト
に
紹
介
す
る
「
ブ
ッ
ク
レ

ッ
ト
」
も
刊
行
し
た
。
入
手
ご

希
望
の
方
は
、
教
務
部
入
試
室

（
0
4
8
0
‐
3
3
‐
7
6
7
6
）

ま
で
。

平
成
24
年
度 

入
試
情
報

学
生
自
治
会

新
入
生
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
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機
械
工
学
専
攻
博
士
前
期
課

程
2
年
（
受
賞
時
）
の
鈴
木
航

君
（
竹
内
研
究
室
）
が
昨
年
11

月
18
日
、
第
24
回
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
優
秀
賞
を
受
賞
し

研
究
、
お
よ
び
各
種
加
工
技
術

の
シ
ス
テ
ム
化
の
研
究
を
行
っ

て
い
る
。
今
回
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
工
具
に
よ
る
加
工
技
術
、
特

に
導
電
性
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
応

用
に
関
す
る
研
究
が
国
際
的
に

評
価
さ
れ
、
委
員
就
任
を
要
請

さ
れ
た
。
就
任
に
際
し
同
教
授

は
「
国
内
外
で
論
文
が
評
価
さ

れ
、
さ
ら
に
は
本
学
の
名
を
加

工
技
術
分
野
で
広
め
る
こ
と
が

で
き
、
嬉
し
い
。
今
後
も
世
界

に
通
ず
る
研
究
を
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
同
教
授
は
5
月
に
シ

カ
ゴ
で
開
催
さ
れ
た

I
N
T
E
R
T
E
C
H
国
際

会
議
に
技
術
諮
問
委
員
と
し
て

出
席
、
導
電
性
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

に
関
す
る
研
究
発
表
で
高
い
評

価
を
受
け
た
。

　

も
の
づ
く
り
環
境
学
科
の
鈴

木
清
教
授
が
2
月
、
ア
メ
リ
カ

工
業
用
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
協
会

（
I
D
A
）
の
技
術
諮
問
委
員

に
就
任
し
た
。
同
委
員
会
は
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
類
と
そ
の
応
用
に

関
す
る
世
界
で
唯
一
の
国
際
会

議
I
N
T
E
R
T
E
C
H
を

技
術
的
な
側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト

し
、
よ
り
発
展
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
に
設
立
さ
れ
た
独
立
委
員

会
で
あ
り
、
世
界
中
か
ら
11
人

の
学
識
経
験
者
が
選
任
さ
れ
て

い
る
。

　

同
教
授
の
研
究
室
で
は
、
環

境
に
優
し
い
加
工
技
術
の
開
発

た
。
論
文
題
目
は
「
押
込
み
試

験
機
に
よ
る
ボ
ロ
ン
ド
ー
プ
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
膜
の
付
着
力
評
価
」。

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
膜
を
工
具
に

応
用
す
る
際
な
ど
に
必
要
と
な

る
、
膜
の
付
着
力
試
験
機
を
試

作
し
、
さ
ら
に
同
試
験
機
を
用

い
て
ボ
ロ
ン
添
加
し
た
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
膜
と
工
具
機
材
と
の
付

着
力
が
向
上
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ

バ
ー
の
加
工
に
不
可
欠
な
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
工
具
の
性
能
向
上
の

た
め
の
基
礎
研
究
に
お
い
て
、

こ
う
し
た
試
験
機
の
ニ
ー
ズ
は

高
く
、
大
手
工
具
メ
ー
カ
ー
と

の
共
同
研
究
も
行
っ
て
い
る
。

　

受
賞
に
際
し
鈴
木
君
は
「
有

名
な
大
学
や
企
業
の
研
究
者
の

方
々
か
ら
、
一
人
前
の
技
術
者

と
し
て
熱
心
な
質
問
を
受
け
、

ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
こ
と
に
感

激
し
た
。
こ
の
研
究
を
活
か
し
、

現
在
の
職
場
で
も
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
て
い
る
。

■
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
・
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
賞　

【
オ
ー
ク
マ
・
自
動
サ
イ
ク
ル

旋
盤
Ｌ
Ａ
形
】（
製
造
開
始
・

昭
和
39
年
）
倣
い
削
り
装
置
、

タ
レ
ッ
ト
装
置
等
を
同
一
ベ
ッ

ド
上
に
装
着
可
能
な
ブ
ロ
ッ
ク

ビ
ル
ド
方
式
の
採
用
で
、
加
工

部
品
の
形
状
や
生
産
形
態
に
応

じ
て
最
適
な
構
成
を
選
択
で
き
、

大
量
生
産
に
は
専
用
機
、
多
品

種
少
量
生
産
に
は
汎
用
機
と
し

て
使
え
る
。
操
作
が
簡
単
で
熟

練
を
必
要
と
せ
ず
、
1
人
で
2

台
以
上
の
操
作
が
可
能
な
た
め
、

多
く
の
製
造
工
場
で
採
用
さ
れ

た
。
約
1
1
0
0
台
販
売
（
輸

出
約
1
4
0
台
）
が
あ
る
。

【
和
井
田
製
作
所
・
超
硬
バ
イ

ト
研
削
盤
Ｄ
Ｗ
‐
31
Ｓ
形
】（
製

造
開
始
・
昭
和
31
年
）
1
台
の

モ
ー
タ
の
両
側
に
カ
ッ
プ
形
と

ス
ト
レ
ー
ト
形
の
2
種
類
の
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
イ
ー
ル
が
取
り

付
け
ら
れ
、
テ
ー
ブ
ル
上
に
刃

先
分
度
器
や
自
由
な
位
置
・
方

向
に
固
定
可
能
な
マ
グ
ネ
ッ
ト

式
バ
イ
ト
保
持
具
等
が
あ
っ
て
、

誰
で
も
簡
単
に
使
え
、
正
確
に

超
硬
バ
イ
ト
の
刃
先
等
を
研
磨

で
き
る
た
め
、
生
産
現
場
に
必

須
の
機
械
と
し
て
ユ
ー
ザ
に
喜

ば
れ
た
。
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
10

機
種
販
売
さ
れ
た
が
、
本
機
種

が
7
0
0
0
台
以
上
と
一
番

販
売
実
績
が
多
い
。

■
ベ
ス
ト
テ
ク
ニ
カ
ル
賞

【
牧
野
フ
ラ
イ
ス
製
作
所
・
三

次
元
自
動
倣
い
ラ
ム
形
立
フ
ラ

イ
ス
盤
Ｄ
Ｕ
シ
リ
ー
ズ
】（
製

造
開
始
・
昭
和
40
年
）
金
型
メ

ー
カ
の
要
求
に
応
じ
て
開
発
し

た
、
狭
い
設
置
面
積
で
比
較
的

大
き
な
工
作
物
の
加
工
が
で
き

る
フ
ラ
イ
ス
盤
。
制
御
シ
ス
テ

ム
に
初
め
て
デ
ジ
タ
ル
演
算
機

能
を
取
り
入
れ
た
電
気
油
圧
式

倣
い
方
式
を
採
用
し
た
結
果
、

工
具
に
最
適
な
加
工
条
件
を
利

用
で
き
、
高
速
・
高
精
度
加
工

が
可
能
に
な
り
、
後
加
工
の
手

仕
上
げ
・
磨
き
時
間
の
大
幅
短

縮
が
で
き
た
。
9
4
5
台
の
販

売
実
績
が
あ
る
。

【
シ
チ
ズ
ン
マ
シ
ナ
リ
ー
ミ
ヤ

ノ
・
4
軸
自
動
旋
盤
Ｍ
Ｔ
4

Ｂ
12
形
】（
製
造
開
始
・
昭
和

44
年
）
耐
久
消
費
財
の
部
品
の

大
量
生
産
用
と
し
て
、
中
小
企

業
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
た
小
ス

ペ
ー
ス
で
安
価
な
多
軸
自
動
盤

を
、
海
外
メ
ー
カ
と
技
術
提
携

せ
ず
独
自
技
術
で
完
成
さ
せ
た

も
の
。
他
メ
ー
カ
の
6
軸
機
と

は
異
な
る
独
特
の
4
軸
で
、
随

所
に
独
自
の
技
術
的
工
夫
が
な

さ
れ
、
安
全
装
置
、
調
整
の
容

易
さ
に
も
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

独
自
技
術
で
の
完
成
が
評
価
さ

れ
、
中
小
企
業
向
け
自
動
化
機

械
開
発
賞
を
受
賞
。
3
9
2
台

の
販
売
実
績
が
あ
る
。

鈴
木
清
教
授
が
I
D
A
の

技
術
諮
問
委
員
に
就
任

鈴
木
航
君
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
優
秀
賞
を
受
賞

　

機
械
工
学
専
攻
博
士
前
期
課

程
1
年
（
受
賞
時
）
の
佐
々
木

大
輔
君
（
野
口
研
究
室
）
が
2

月
28
日
（
月
）、
日
本
塑
性
加

工
学
会
の
優
秀
論
文
講
演
奨
励

賞
を
受
賞
し
た
。
論
文
題
目
は

「
ア
ル
ミ
ナ
微
粒
子
高
速
噴
射

に
よ
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
へ

の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
膜
の
形
成
」。

主
な
エ
ン
ジ
ン
部
品
材
料
で
あ

る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
表
面
に

対
し
て
、
常
温
大
気
圧
下
で
高

い
摺
動
性
と
耐
久
性
を
も
つ
ア

ル
ミ
ナ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
膜
を
形
成

す
る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
た
。
こ
の
研
究
に
よ

り
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
膜
の
形
成
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
、
膜
質
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、
将
来
的

に
は
現
行
エ
ン
ジ
ン
の
軽
量
化
、

燃
費
向
上
、
潤
滑
油
削
減
に
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

受
賞
に
際
し
佐
々
木
君
は

「
講
演
発
表
か
ら
半
年
後
に
受

賞
を
聞
き
、
非
常
に
驚
い
た
。

日
々
の
研
究
の
成
果
が
評
価
さ

れ
て
大
変
嬉
し
い
。
指
導
し
て

い
た
だ
い
た
野
口
准
教
授
を
は

じ
め
、
研
究
室
の
仲
間
に
感
謝

し
て
い
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

佐
々
木
大
輔
君
が

優
秀
論
文
講
演
奨
励
賞
を
受
賞

 

大
川
陽
康
奨
学
金
、学
業
奨
励
奨
学
金

　
　

受
給
対
象
者
認
定
証
授
与
式

学業奨励奨学金受賞者（建築デザイン学群）と柳澤学長 　

5
月
9
日
（
月
）、
情
報
工
学
科
棟
5
階
会

議
室
に
お
い
て
、
大
川
陽
康
奨
学
金
お
よ
び
学

業
奨
励
奨
学
金
受
給
対
象
者
の
認
定
式
が
執
り

行
わ
れ
た
。

　

認
定
式
に
は
、
柳
澤
学
長
、
成
田
教
育
推
進

室
長
、
梅
崎
学
生
支
援
部
長
、
吉
見
学
生
支
援

課
長
、
及
び
本
奨
学
金
受
給
対
象
学
生
1
2
4

名
が
出
席
し
た
。
本
年
度
は
大
川
陽
康
奨
学
金

21
名
、
エ
ク
セ
レ
ン
ト
・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
34

名
（
2
、3
年
生
12
名
、
4
年
生
、
各
10
名
）、

リ
マ
ー
カ
ブ
ル
・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
73
名
（
2
、

3
年
生
25
名
、
4
年
生
、
各
23
名
）
が
奨
学
金

受
給
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　

認
定
式
は
18
時
30
分
よ
り
始
ま
り
、
柳
澤
学

長
よ
り
「
今
年
度
の
認
定
に
あ
た
り
、
本
奨
学

金
を
受
給
す
る
学
生
諸
君
は
、
学
業
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
各
行
事
等
に
も
、
是
非
、
積
極
的

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
訓
辞
の

後
、
参
加
各
学
生
に
は
認
定
証
が
封
入
さ
れ
た

盾
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
高
校
訪
問
等
で
、
本
奨
学
金
広
報
の

た
め
に
活
用
さ
れ
る
、
ポ
ス
タ
ー
用
の
写
真
撮

影
が
各
学
群
ご
と
に
行
わ
れ
、
式
は
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
進
行
し
た
。

学生支援部長賞 授与
　4回目となった22年度の受賞対象者は、1団体と個人6名。震災の
影響で表彰式が中止されたため、3月20日（日）の学位記配布の会場
において、受賞者に表彰状と記念品が授与された。

氏名又は団体名 学科 内容

谷　良太 情報
情報処理技術者試験（応用情報技術者）

合格(4単位）

草間　信太郎 情報 マインドマップを用いた聴覚障害学生のための講義支援

中島　大輔 情報 同上

増田　殊大 システム
水中ロボコン2010inJAMSTECにて

テクノオーシャンネットワーク賞を受賞

松下　一成 電気電子
東日本理工系大学競技選手権大会1位

全日本学生体操競技選手権大会に個人出場

田澤　佑樹 建築 国民体育大会アチェリー競技成年男子　8位入賞

アーチェリー部 関東学生理工系定期戦　優勝（3連覇）

平成22年度学生支援部長賞表彰者一覧

平成22年度

高
校
生
の
方
を
対
象
に
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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第3回 3D-CADプロダクトデザインコンテスト

　本コンテストは3次元CAD
を用いてデザインし、ものづ
くりの最先端技術を学ぶこ
とができる。高校生なら誰で
も参加でき、募集作品はテー
マ部門「子供が乗る遊具」、自
由デザイン部門「エコロジー
に関する“おもしろいもの”」
である。テーマ部門は、幼い
子供が乗る遊具を考え、遊び
方を提案して下さい。
　締め切りは8月15日（月）。本学ホームペー
ジから検索、あるいは本コンテスト事務局
（nagasaka@nit.ac.jp）まで。

第5回 マイクロロボコン高校生大会

　来る9月10日
（土）に、本学で第
5回マイクロロ
ボコン高校生大
会が開催される。
本コンテストは、
1インチ角のロ
ボットが所定のコースを自立的に走行し、時
間を競うもの。わずか1インチ角のロボット
内に数十cmの大きさのロボットに匹敵する
機能を持つ様に設計要求される。詳細のお問
い合わせ、応募登録は下記ホームページにて。
締め切りは8月28日（日）まで。
http://ise.nit.ac.jp/mrc.html

第25回 建築設計競技　五感に響く「いえ」

　25回目を迎え
る建築を学ぶ高
校生を対象とし
た日本工業大学
建築設計競技の
今年の課題は、
「五感に響く『い
え』」。審査委員
は、建築家の若松均氏（株式会社若松均建築設
計事務所 主宰）、本学建築学科小川次郎教授、
生活環境デザイン学科勝木祐仁准教授の3
氏。締め切りは8月31日（水）。結果発表は9月
末日。
http://www3.nit.ac.jp/kenchiku

歴史的価値のある工作機械の顕彰第13回 我が国のものづくりを
支えた名機4機種を表彰

工
業
技
術
博
物
館

　

館
長
・
客
員
教
授

松
野　

建
一

　
「
歴
史
的
価
値
の
あ
る
工
作
機
械
を
顕
彰

す
る
会
」（
会
長
・
守
友
貞
雄
理
事
、事
務
局
・

当
博
物
館
）
に
よ
る
第
13
回
顕
彰
機
種
の

表
彰
式
が
6
月
2
日
（
木
）
に
学
友
会
館

で
行
わ
れ
る
。
多
数
の
候
補
か
ら
厳
正
な

審
議
を
経
て
選
ば
れ
た
4
機
種
は
、
我
が

国
で
開
発
さ
れ
経
済
成
長
を
長
年
支
え
た
、

工
作
機
械
の
歴
史
に
残
る
名
機
で
あ
り
、

製
造
企
業
に
顕
彰
楯
が
贈
呈
さ
れ
る
。
今

回
で
顕
彰
機
種
数
は
合
計
50
と
な
り
、
う

ち
21
機
種
が
当
博
物
館
に
展
示
さ
れ
来
館

者
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
・
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
賞

ベ
ス
ト
テ
ク
ニ
カ
ル
賞

株式会社和井田製作所
超硬バイト研削盤ＤＷ‐31Ｓ形

株式会社牧野フライス製作所
三次元自動倣いラム形立フライス盤
ＤＵシリーズ

シチズンマシナリーミヤノ株式会社
4軸自動旋盤ＭＴ4‐Ｂ12形

オークマ株式会社
自動サイクル旋盤ＬＡ形
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◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
集
い
」
の
目
的
は
、
全
国

の
中
学
校
・
高
校
等
に
在
職
す

る
本
学
卒
業
現
職
教
員
と
大
学

と
の
連
携
を
深
め
、
相
互
の
発

展
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

　

本
年
は
、会
場
を
日
本
工
業
大

学
駒
場
高
等
学
校
に
て
実
施
す
る
。

　

奮
っ
て
ご
参
加
の
う
え
、
交

流
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

実
施
要
領
は
左
記
の
通
り
。

　

企
業
の
採
用
活
動
は
、
大
震

災
の
影
響
に
よ
り
、
採
用
日
程

の
長
期
化
、
採
用
の
縮
小
な
い

し
中
止
な
ど
厳
し
さ
を
増
す
も

の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
日
程
を
崩
さ
ず
昨

年
同
様
実
施
し
て
い
る
企
業
も

多
い
。
学
生
諸
君
に
は
、
正
確

な
情
報
把
握
と
す
ば
や
い
対
応

が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

肝
に
銘
じ
て
今
後
の
就
職
活
動

を
行
い
、
内
定
に
繋
げ
て
も
ら

い
た
い
。
就
職
活
動
に
あ
た
り
、

悩
み
や
迷
い
が
あ
っ
た
場
合
は

就
職
支
援
課
員
に
相
談
し
て
い

た
だ
き
た
い
。（
就
職
支
援
課
）

　

2
月
の
第
1
回
学
内
合
同
企

業
説
明
会
が
終
了
し
、
学
生
に

と
っ
て
は
こ
れ
か
ら
が
本
格
的

な
就
職
活
動
と
思
っ
た
矢
先
、

東
日
本
大
震
災
が
発
生
、
環
境

は
大
き
く
変
化
し
た
。
一
部
の

企
業
は
、
採
用
活
動
を
中
止
ま

た
は
日
程
の
延
期
を
す
る
な
ど
、

学
生
に
と
っ
て
今
後
の
活
動
に

不
安
を
も
た
ら
す
要
素
が
多
く
、

こ
の
状
況
は
深
刻
な
問
題
を
引

き
起
こ
す
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
し
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
本
学
に
お

い
て
は
4
月
21
日
〜
28
日
ま
で

の
6
日
間
に
わ
た
り
、
企
業

1
2
9
社
を
招
い
て
「
第
2

回
学
内
合
同
企
業
説
明
会
」
を

実
施
し
た
。
授
業
開
始
が
2
週

間
程
度
遅
れ
た
こ
と
も
あ
り
事

前
の
告
知
が
や
や
不
十
分
と
考

え
、
研
究
室
教
員
や
就
職
支
援

課
か
ら
電
話
・
メ
ー
ル
等
を
駆

使
し
て
の
連
絡
徹
底
に
よ
り
、

就
職
希
望
者
の
約
6
割
の
学
生

が
参
加
し
大
盛
況
の
中
、
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

■
日
時

平
成
23
年
7
月
2
日
（
土
）
14

時
〜

■
会
場

日
本
工
業
大
学
駒
場
高
等
学
校

百
周
年
記
念
ホ
ー
ル

■
内
容

◎
現
職
教
員
研
究
発
表

・
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
立

大
宮
西
中
学
校
教
諭

　
　
　
　
　
　

宮
内　

智
氏

・
茨
城
県
立
江
戸
崎
総
合
高
等

学
校
教
諭

　
　
　
　
　
　

道
川　

俊
氏

◎
挨
拶
・
講
演

・
学　

長　
　

柳
澤　

章

・
入
試
室
長　

丹
澤
祥
晃

・
工
業
教
育
研
究
所
長　

　
　
　
　
　
　

原
田　

昭

◎
学
科
交
流
会

◎
懇
親
会（

工
業
教
育
研
究
所
） 　

5
月
28
日
（
土
）
に
平
成
23
年

度
日
本
工
業
大
学
工
友
会
総
代
会

が
学
友
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。

学
科
支
部
や
地
域
支
部
評
議
員

が
全
国
各
地
か
ら
集
ま
り
、
活
発

な
質
疑
討
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

議
題
と
し
て
、
各
支
部
か
ら

の
活
動
報
告
・
活
動
計
画
、
会

計
報
告
・
予
算
案
の
報
告
に
加

え
、
会
則
の
一
部
改
正
、
役
員

の
改
選
に
つ
い
て
評
議
さ
れ
た
。

役
員
の
改
選
で
は
、
新
生
工
友

会
の
会
長
と
し
て
2
期
4
年
に

わ
た
り
会
長
の
要
職
を
お
努
め

い
た
だ
い
た
呑
澤
功
氏
が
退
任

さ
れ
、
新
会
長
と
し
て
土
井
嘉

豊
氏
が
就
任
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
新
体
制
の
下
、
大
学
と
連

携
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

【
任
命
】

（
4
月
1
日
付
）

◆
大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
副

研
究
科
長　

山
岡
斉
教
授

◆
大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
副

研
究
科
長　

宇
野
永
紘
教
授

◆
大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
教

務
委
員
長　

宇
野
永
紘
教
授

◆
技
術
研
究
系
総
括
セ
ン
タ
ー

長
兼
担　

三
宅
正
二
郎
教
授

◆
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
長
兼
担

　

三
宅
正
二
郎
教
授

◆
先
端
材
料
技
術
研
究
セ
ン
タ

ー
長
兼
担　

三
宅
正
二
郎
教
授

◆
環
境
化
学
ラ
ボ
所
長
兼
担　

小
野
雄
策
教
授

◆
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ラ
ボ
所
長

兼
担　

上
野
貴
博
准
教
授

◆
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ラ
ボ

所
長
兼
担　

黒
津
高
行
教
授

◆
建
築
技
術
セ
ン
タ
ー
長
兼
担

　

川
村
清
志
教
授

◆
超
高
電
圧
研
究
セ
ン
タ
ー
長

　

西
村
誠
介
教
授

◆
フ
ァ
イ
ン
ブ
ラ
ン
キ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
長
兼
担　

村
川
正
夫
教

授◆
産
学
連
携
起
業
教
育
セ
ン
タ

ー
長
兼
担　

村
川
正
夫
教
授

◆
工
業
教
育
研
究
所
長　

原
田

昭
教
授

◆
教
職
教
育
セ
ン
タ
ー
長
兼
担

　

原
田
昭
教
授

◆
工
業
技
術
博
物
館
長　

松
野

建
一
客
員
教
授

◆
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長　

船

橋
昭
一
元
教
授

◆
財
務
部
長
補
佐
・
経
理
課
長

兼
務　

倉
島
清
隆

◆
学
生
支
援
部
参
与　

大
西
毅

◆
用
度
・
管
財
課
長　

磯
雄
二

◆
就
職
支
援
課
長　

初
見
範
子

◆
施
設
環
境
管
理
課
長
心
得　

原
渡

◆
L
C
セ
ン
タ
ー
事
務
課
主
事

松
本
勇
一
郎

【
配
置
換
】

（
4
月
1
日
）

◆
菅
原
有
香
子
総
務
課
員
↓
用

度
・
管
財
課

◆
塩
入
修
総
務
課
員
↓
就
職
支

援
課

【
解
任
】

（
3
月
31
日
）

◆
就
職
支
援
課
兼
務　

吉
見
健

二
学
生
支
援
課
長

◆
鈴
木
清
教
授
（
も
の
づ
く
り

環
境
学
科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ

リ
カ
（
5
／
1
〜
5
／
8
）

／
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
新
技
術
国
際

会
議
で
の
論
文
発
表
お
よ
び
研

究
調
査
・
視
察

◆
二
ノ
宮
進
一
准
教
授
（
機
械

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ
リ

カ
（
5
／
1
〜
5
／
8
）
／

目
的
＝
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
新
技
術

国
際
会
議
で
の
論
文
発
表
お
よ

び
研
究
調
査

◆
森
田
登
教
授
（
電
気
電
子
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
フ
ラ
ン
ス

（
5
／
3
〜
5
／
8
）
／
目
的

＝
I
E
C
ブ
ラ
シ
関
連
規
格

改
定
の
I
E
C

M
T
14
委

員
会
の
発
起
人
会
議
へ
の
出
席

◆
成
田
剛
准
教
授（
建
築
学
科
）

／
出
張
先
＝
イ
ン
ド
（
5
／
3

〜
5
／
11
）
／
目
的
＝
日
本
国

政
府
O
D
A
有
償
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
け
る
ア
ジ
ャ
ン
タ

ー
・
エ
ロ
ー
ラ
ー
石
窟
寺
院
の

保
存
修
復

◆
飯
塚
完
司
准
教
授
（
創
造
シ

ス
テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝

メ
キ
シ
コ
（
5
／
21
〜
5
／

29
）
／
目
的
＝
第
7
回
低
次
元

構
造
お
よ
び
デ
バ
イ
ス
に
関
す

る
国
際
会
議
2
0
1
1
で
の

研
究
発
表

◆
伴
雅
人
准
教
授
（
創
造
シ
ス

テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
韓

国
（
6
／
1
〜
6
／
5
）
／

目
的
＝
マ
イ
ク
ロ
化
学
と
マ
イ

ク
ロ
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
研
究
発
表

◆
神
野
健
哉
准
教
授
（
電
気
電

子
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ

リ
カ
（
6
／
4
〜
6
／
10
）
／

目
的
＝
2
0
1
1
年
I
E
E
E

進
化
計
算
に
関
す
る
国
際
会
議

に
参
加
研
究
論
文
発
表

◆
神
林
靖
准
教
授
（
情
報
工
学

科
）／
出
張
先
＝
イ
ギ
リ
ス（
6

／
27
〜
7
／
3
）
／
目
的
＝
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
と
マ
ル
チ
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
国
際
会
議
に
て
論
文
発

表

▼
東
京
・
文
京
区
の

【
後
楽
園
】
は
、
元

は
水
戸
藩
の
上
屋
敷

庭
園
で
あ
る
。
そ
の

名
の
由
来
は
「
先
憂

後
楽
」
つ
ま
り
、
憂

い
を
先
に
し
、
楽
し

み
を
後
に
す
、
と
い

う
も
の
だ
。
▼
水
戸
藩
と
い
え

ば
テ
レ
ビ
の
人
気
長
寿
番
組
で

知
ら
れ
る
「
水
戸
黄
門
」
を
、

す
ぐ
に
思
い
浮
か
べ
る
は
ず

だ
。
実
は
番
組
の
主
人
公
、
水

戸
黄
門
・
徳
川
光
圀
の
言
葉
に

も
、こ
れ
に
近
い
も
の
が
あ
る
。

▼
「
苦
は
楽
の
種
、
楽
は
苦
の

種
と
知
る
べ
し
」。
が
そ
れ
で

あ
る
。
苦
は
楽
の
生
み
の
親
、

で
あ
り
楽
は
苦
の
生
み
の
親
な

の
だ
か
ら
、
と
い
う
意
味
だ
ろ

う
。
そ
の
認
識
の
も
と
、
常
に

現
在
と
は
逆
の
状
況
を
想
定
し

つ
つ
日
々
を
送
り
な
さ
い
、
と

語
り
か
け
ら
れ
て
い
る
よ
う

だ
。▼
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、

い
ざ
と
い
う
段
に
な
っ
て
も
、

い
た
ず
ら
に
周
章
狼
狽
せ
ず
に

済
み
ま
す
よ
、
と
も
受
け
取
れ

る
言
葉
だ
。
同
時
に
今
の
私
た

ち
へ
の
、
教
訓
に
な
っ
て
い
る

こ
と
も
興
味
深
い
。
▼
東
日
本

大
震
災
で
は
地
震
・
津
波
・
原

発
な
ど
の
被
害
に
加
え
、
風
評

被
害
な
ど
も
甚
大
で
あ
る
。
だ

が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
先
憂
後
楽

の
気
持
ち
に
な
る
こ
と
が
、
今

こ
そ
必
要
な
の
だ
ろ
う
。﹇
信
﹈

4月に学友会館で行われた学内合同企業説明会

町
長
と
話
し
て
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せ
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、
町
政
や
ま
ち
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く
り
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る
ご
意
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ご

提
案
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お
伺
い
す
る
「
ま
ち

づ
く
り
ト
ー
ク
」
と
い
う
機

会
を
設
け
て
い
ま
す
。
対
象

は
、
町
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
お
お
む
ね
10
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
で
す
。
学
生
な
ら

で
は
の
視
点
と
発
想
で
、
魅

力
あ
る
ま
ち
「
宮
代
」
を
い

っ
し
ょ
に
つ
く
っ
て
い
き
ま

せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
「
町
長
の
部
屋
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
、
宮
代
町
で
生

活
を
し
て
い
て
、「
も
っ
と

こ
う
し
た
ら
住
み
や
す
い
の

に
」「
こ
ん
な
視
点
で
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ほ
し
い
」

と
い
う
意
見
を
お
持
ち
で
な

い
で
し
ょ
う
か
。
町
で
は
、

町
長
が
直
接
皆
様
の
と
こ
ろ

宮代町
だより
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エコロジープレス第11号発行

環境マネジメント活動の推進

第6回 ビジネスプランコンテスト募集

　本学の環境推進活
動は11年目を迎え第4
次の活動に入った。こ
れまでの活動結果を
踏まえ「環境教育のさ
らなる充実」「学生の
環境改善活動との連
携」「化学物質を含め
た環境・安全の推進」
「省エネ推進の積極的
取組」の、4つの目標を掲げて活動している。
　環境関連情報の発信媒体として毎年一回発
行する「エコロジープレス第11号」では、充実
した環境教育への取組や学生の活動報告等を
掲載している。また、下記WEBサイトで第1号
から閲覧が可能となっているので、ご覧いた
だきたい。
http://www.nit.ac.jp/eco/ecopress.html

　学園創立100
周年を記念して
スタートした本
コンテストも今
年で6回目。建
設的で実践的な
社会人育成、企業家精神の醸成、起業家的資質
を養う事を目的としている。昨年は上位入賞
2組が日刊工業新聞社主催のキャンパスベン
チャーグランプリにも応募し、全国大会で文
部科学大臣賞などを獲得した。応募資格は本
学学部生・院生。優れたビジネスプランの提
案者には、研修費が贈られる。事前登録制でエ
ントリーが必要。詳細はWEBサイトにて。
【エントリー期間】6月1日（水）～20日（月）
【プラン応募期間】7月11日（月）～30日（土）
【表彰式】11月4日（金）
http://www.nit.ac.jp/center/cooperation/
iu.html
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出前授業の紹介
　日本工業大学の建学理念として進めている実工学の教育と工業
高校で展開している「ものづくり教育」とが一心同体となって、工
業教育の充実・発展を目指すために、工業高校と日本工業大学との
連携を進めている。
　平成19年11月、工業教育研究所内に高大連携プロジェクト室を
設置し、「出前授業」、「ものづくり教室」を主体とする教育活動を組
織的･計画的に大学全体で取り組んでいく方針が決まった。そこ
で、本学への入学者の多い関東近県の高等学校を拠点校として協
定を結び、「連携型教育」を進めることにした。
　平成23年4月現在、本学近隣の都県における協定校は65校に及ん
でおり、その内訳は茨城県12校、栃木県4校、群馬県7校、埼玉県12
校、千葉県9校、東京都14、長野県3校、福島県3校、新潟県1校となっ
ている。
　なお、これから協定を結びたいと希望する高校もあり、今後適宜
調印をしていく計画である。
　本学の教員が、高等学校等に赴き授業を行う「出前授業」の題目
は、約100テーマにのぼり、冊子「出前授業プログラム」として全国
の工業高校及び関東近県の普通高校に送付している。
　4月早々、「出前授業」が始まるとともに、依頼申し込みがプロ
ジェクト室に届いている。
　この出前授業以外に、1）大学または高等学校における実験･実
習、2）大学または高等学校におけるものづくり体験学習、3）大学に
おける研究室インターンシップ、なども高大連携の取り組みとし
て実施している。
　出前授業並びに研究室インターンシップを併せると、年間100件
に及び、高等学校側は日本工業大学との連携に大きな期待と関心
を持っている。大学は、高等学校側の思いを真摯に受け止め、これ
からも実のある高大連携を構築していくことが重要であると考え
ている。

（工業教育研究所　高大連携プロジェクト室）

教員免許状更新講習
　1,000人を超える現職教員を輩出している本学は､教員養成機関としての社
会的責任を果たすとともにOB教員の要望に応えるため､本年度も8月1日（月）
から5日（金）まで､教員免許状更新講習を開講する（必修講習と選択講習の両領
域）｡受講対象は昭和31年4月2日～33年4月1日､昭和41年4月2日～43年4月1
日､昭和51年4月2日～53年4月1日生まれの現職教員で､申し込みの締め切り
は6月15日（水）である｡詳細はホームページで確認されたい｡また、お問い合わ
せは教職教育センター（Tel.0480-33-7737）まで
【選択講習の内容】バイオマスと環境技術、モデル化とシミュレーション、最新の
ナノテク技術、高齢者のための居住環境計画・原論、製品の設計とデザイン手法、
コンピュータ制御の現状と今後

　中学校、高等学校の現職教員を対象に専修免許（工業または技術）を取得するため
の免許法認定公開講座を7月27日（水）から開講する。科目は大学院機械工学専攻の
「応用設計特論」（有賀教授ほか5人担当）と建築学専攻の「建築空間の構成システム」
（足立准教授）である。要項は大学ホームページより入手可、詳細は生涯学習センター
まで。http://www.nit.ac.jp/center/cooperation/life.html

専修免許取得の公開講座

受講生募集
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